
平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

470

鳥取自動車道利用促
進事業費（地域の元
気臨時交付金活用事
業）

都市企画課 0 8,754 8,754 0 0 8,754 0

道の駅「清流茶屋かわはら」利用者の
増加に対応するため、既存駐車場の
西側用地を駐車場として舗装整備す
る経費。

471 ○
高速道路整備支援事
業

都市企画課 0 450 0 0 0 0 0

鳥取西道路整備の円滑な進捗の実現
のため、埋蔵文化財調査作業員を確
保した団体に対し支援を行うもの。

【査定の考え方】
目的に対し効果のある事業の方法、
内容、また、有利な財源の活用等につ
いて検討し、適切な時期に計上。

472
急傾斜地崩壊対策県
営事業負担金

都市企画課 78,010 107,800 107,800 0 107,800 0 0
県営事業負担金（急傾斜）
平成２６年度　青谷町田原谷ほか２６
件

473
港湾改修県営事業負
担金

都市企画課 20,250 14,918 14,918 0 14,900 0 18
県営事業負担金（港湾）
鳥取港防波堤改修

474 ○ 都市計画策定費 都市企画課 2,066 8,461 0 0 0 0 0

鳥取市都市計画マスタープラン改定
業務。

【査定の考え方】
鳥取市総合計画等の上位計画と整合
をとった計画とし、適切な時期に計上。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

475 ○ 都市再生整備策定費 都市企画課 0 4,200 0 0 0 0 0

気高地区における地域生活拠点再生
整備調査業務。

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。

476 街なみ環境助成費 都市企画課 2,000 1,000 1,000 500 0 0 500

街なみ環境整備促進地域において、
街なみ景観を向上させるための住宅
等の整備改善に補助。(補助率2/3  上
限100万円)

477 ○
街なみ環境整備事業
費（久松地区）

都市企画課 0 10,000 0 0 0 0 0

「鳥取城跡周辺にぎわい交流ビジョン
（案）」に基づく、お堀端周辺の道路整
備（カラー舗装、電線地中化等）基本
設計業務。

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。

478
公共サイン整備事業
費

都市企画課 0 17,801 0 0 0 0 0

鳥取駅周辺地域、用瀬地区に誘導看
板を設置するための経費。
①若桜橋ほか５箇所

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

479
都市再生整備事業費
（用瀬地区）

都市企画課 75,200 62,200 44,160 8,832 34,800 0 528

①防犯灯設置　（H25設計、H26工
事）、全体事業費15,337千円
②瀬戸川修景整備工事
③ＪＲ用瀬駅前広場整備
　（用地購入（300㎡）、実施設計、工
事）

【査定の考え方】
③の実施設計、工事費については肉
付け予算（６月補正）で検討。

480 ○
都市再生整備事業費
（青谷地区）

都市企画課 0 9,000 0 0 0 0 0

①広場整備　6,000千円（H26設計、
H27、28工事）、全体事業費50,000千
円
②街なみ形成ガイドライン策定　3,000
千円（調査業務）

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。

481
都市再生整備事業費
（用瀬地区）（地域元
気交付金活用事業）

都市企画課 0 9,000 9,000 0 0 9,000 0
市道用瀬駅横断線整備事業（L＝40
ｍ）

482 県営街路事業負担金 都市企画課 33,168 114,637 114,637 0 114,600 0 37
県営事業負担金（街路）
平成２５年度　滝山桜谷線ほか５件

483
若桜鉄道利用促進実
行委員会負担金

交通政策課 2,000 2,000 2,000 0 0 0 2,000
若桜鉄道利用促進実行委員会に対す
る負担金。(PR活動、ミニ時刻表の作
成、利用促進事業)



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

484
鳥取空港の利用を促
進する懇話会負担金

交通政策課 7,720 11,910 11,910 0 0 0 11,910

鳥取県、東中部市町及び兵庫県北部
で構成する鳥取空港の利用を促進す
る懇話会に対する負担金。(利用促進
活動、国際チャーター便支援等）

485
地方バス路線維持対
策補助金

交通政策課 206,000 203,935 203,935 33,118 0 0 170,817
地方バス路線維持対策事業として、不
採算路線に対し助成を行い、生活交
通の維持を図る。

486
バス代替タクシー運
賃補助金

交通政策課 18,315 20,163 18,034 0 2,900 0 15,134
路線バスの代替として行うタクシーの
運行に対し、タクシー運賃とバス運賃
相当額の差額を助成。

487
住民参画型バス停上
屋整備事業補助金

交通政策課 1,300 1,922 1,922 384 0 0 1,538
地域住民が主体となって整備を行うバ
ス停上屋整備に対する補助。

488
市町村有償運送事業
費

交通政策課 14,401 14,678 14,213 0 2,000 2,450 9,763

公共交通機関がない地域の生活交通
を確保するためにバスを民間委託で
運行。（気高･鹿野地域、青谷町絹見
地域）

489
過疎地有償運送支援
事業費

交通政策課 4,467 4,467 4,267 2,133 0 0 2,134
交通空白地域など公共交通機関がな
い地域で、NPO法人等が過疎地有償
運送を行う経費に対する補助。

490
１００円循環バス運行
費負担金

交通政策課 23,651 28,877 28,218 0 0 0 28,218

１００円循環バス「くる梨」の運行経
費。
平成25年度から従来の赤、青コース
に加え、緑コースを新設した。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

491
ノルデ運動推進事業
費

交通政策課 238 1,054 297 0 0 0 297

路線バスの利用の促進を図るための
事業経費。
①ノーマイカー通勤事業
②親子1DAYチャレンジ

【査定の考え方】
バスラッピング経費を精査。

492 ○
南東部地域新総合公
共交通計画策定業務
費

交通政策課 0 5,219 0 0 0 0 0

「鳥取市バス路線網再編実施計画」に
基づき、国府町を中心とした南東部地
域で実証運行を行うにあたり、幹線・
支線の運行計画等を策定する経費。

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。

493 鳥取港振興会対策費 交通政策課 8,167 6,957 6,359 0 0 0 6,359

鳥取港振興会が実施する事業に対し
県・市1/2ずつの補助金。(ポートセー
ル旅費、クルーズ船誘致活動経費、外
国貿易促進経費等)

【査定の考え方】
旅費、補助金の精査。

494 ○
鳥取街なか人づくり・
まちづくり支援事業費

中心市街地整備
課

0 8,250 0 0 0 0 0

中心市街地において、地域活性化の
中核となる人材育成、団体設立等経
費に対して助成する。

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

495
戎町にぎわい創出拠
点整備事業費

中心市街地整備
課

151,502 12,580 0 0 0 0 0

鳥取市の景観を形成する上で重要な
位置で行われる地域の拠点となる居
住・商業・福祉等の複合施設及び広場
の一体的な整備に対し支援し、周辺地
域の生活を支えるとともに、新たな居
住とにぎわいを創出する。

H23:基本計画、H26：実施設計、H27：
建物除却、H28：建物建設
補助率2/3（国：1/3、市：1/3）
全体助成予定額：272,158千円

【査定の考え方】
肉付け予算（６月補正）で検討。

496
中心市街地活性化協
議会運営助成事業費

中心市街地整備
課

18,053 18,053 18,053 0 0 0 18,053

中心市街地活性化協議会の運営助成
費。
・協議会運営事務管理費
・タウンマネージャー、スタッフ人件費
等



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

497 ○
賑わいネットワーク調
査事業費

中心市街地整備
課

0 3,026 0 0 0 0 0

小型ビデオカメラを取り付けた自転車
で調査対象区域の街路を撮影し、歩
行者に対し目的地・経路のアンケート
をとることで、人の動きの流れを調査
するもの。

【査定の考え方】
事業の目的、有利な財源の活用等に
ついて検討し、適切な時期に計上。

498
鳥取駅周辺再生整備
事業費

中心市街地整備
課

6,902 98,819 264 0 0 0 264

①扇町駐車場（仮称）整備事業費（調
査、設計）　67,167千円　H27工事、全
体事業費1,210,328千円
②鳥取駅北口トイレ整備事業費（調
査、設計、工事）　26,476千円
③社会資本総合整備計画次期計画策
定業務　3,316千円

【査定の考え方】】
光熱水費以外の事業費については、
肉付け予算（６月補正）で検討。

499
普通河川改良事業費
（地域の元気臨時交
付金活用事業費）

都市環境課 0 60,100 35,500 0 0 35,500 0

内海川、坂根川、ほか４河川の整備に
係る経費。

【査定の考え方】
継続事業である内海川のみを計上し、
新規事業については肉付け予算（６月
補正）で検討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

500
治水対策事業費（地
域の元気臨時交付金
活用事業費）

都市環境課 79,000 74,100 37,100 0 0 37,100 0

赤子田水路改良工事、椎ノ木谷川改
良工事、谷田川測量設計、用瀬町瀬
戸川測量設計。

【査定の考え方】
継続事業である赤子田水路改良工事
のみを計上し、新規事業については肉
付け予算（６月補正）で検討。

501 ○ 緑化推進事業費 都市環境課 0 6,897 2,624 1,050 0 1,574 0

湖山池公園ナチュラルガーデン維持・
監理業務、湖山池公園リニューアル
オープン記念式典運営業務、その他、
緑の基本計画変更業務等、新たな取
り組み。

【査定の考え方】
維持・監理業務、記念式典運営業務を
計上し、新たな取り組みについては肉
付け予算（６月補正）で検討。

502 公園整備事業費 都市環境課 21,710 110,500 81,200 39,600 36,900 0 4,700

・久松公園他都市公園整備
・危険遊具取替（１０公園）

【査定の考え方】
継続事業のみを計上し、新規事業に
ついては肉付け予算（６月補正）で検
討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

503
湖山池公園整備事業
費

都市環境課 61,500 63,100 22,800 11,000 10,200 0 1,600

・平成26年10月リニューアルオープン
に向けた湖山池公園の整備。
・湖山池公園（休養ゾーン・金沢）整
備。
・緑のサポート育成事業。（街区公園
ナチュラルガーデン花壇設置）

【査定の考え方】
湖山池公園（休養ゾーン・金沢）整備
については肉付け予算（６月補正）で
検討。

504
公園芝生化推進事業
費

都市環境課 11,607 9,806 9,806 3,528 0 0 6,278
公園芝生化に要する経費
育成指導料、芝刈機購入、まちづくり
協議会補助金、維持管理費等

505
ディスカバー湖山池
推進事業費

都市環境課 7,236 5,220 2,180 0 0 0 2,180

①湖山池シーズンウォーク開催補助
金。
②湖山池における遊覧船運行を行う
ため、桟橋設置経費に対する補助を
行う。

【査定の考え方】
②については肉付け予算（６月補正）
で検討。

506 街路灯設置費 道路課 14,000 14,246 14,246 2,732 2,100 1,855 7,559

防犯灯の設置に係る費用。
H25年度より、地元負担を2割とし、既
存の施設をLED化するための制度を
新設。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

507 道路管理費 道路課 91,769 120,954 114,500 0 0 1,700 112,800
道路維持補修、鳥取駅北口駅前広場
管理費、道路一斉清掃経費等。

508 一般道補修費 道路課 171,984 292,302 292,302 0 0 27,486 264,816
道路損傷箇所の修繕等、市道の緊急
補修等の経費。

509 除雪費 道路課 76,774 97,901 30,901 13,750 13,200 0 3,951

小型除雪機の購入、浜坂地区、用瀬
地区における消雪装置改修事業等に
係る経費。

【査定の考え方】
浜坂地区、用瀬地区における消雪装
置改修事業については肉付け予算（６
月補正）で検討。

510
地方道路整備交付金
事業費（道路課）

道路課 601,000 838,218 268,680 156,885 92,000 13,000 6,795

社会資本整備総合交付金、道整備交
付金を活用し、道路改良等を行う経費
(44路線)。

【査定の考え方】
継続事業のみを計上し、新規事業に
ついては肉付け予算（６月補正）で検
討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

511
通学路安全対策事業
費

道路課 28,860 20,000 20,000 11,000 7,200 0 1,800
通学路の安全確保のための道路整備
事業。
市道山の手通り他33路線

512
交通安全施設事業工
事費

道路課 21,755 24,741 21,755 0 0 0 21,755

歩道の設置及び改良、区画線、防護
柵、誘導ブロック、反射鏡等の設置の
整備に係る経費。

【査定の考え方】
修繕対象事業の精査による。

513 橋梁維持補修費 道路課 87,700 64,620 30,810 16,500 13,500 0 810

①湖山賀露線賀露陸橋（L＝20ｍ）改
修（Ｈ22～26）
②弥生橋通り弥生橋（L＝27ｍ）改修
（Ｈ22～26）
③上砂見3号線宮橋（L＝13ｍ）改修
（H25設計、H26～28工事）
④稲常徳吉線（L＝10ｍ）改修（Ｈ26設
計、Ｈ27、28工事）

【査定の考え方】
継続事業である①、②を計上し、③、
④については肉付け予算（６月補正）
で検討。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

514
福祉のまちづくり推進
事業費

建築指導課 5,000 5,000 5,000 3,750 0 0 1,250

民間建築物のバリアフリー化の整備
(トイレ、玄関改修、エレベータ設置等）
に係る費用の一部を助成。
補助率：1/2（財源：国1/4　県1/8　市
1/8）

515
がけ地近接等危険住
宅移転事業費

建築指導課 4,840 4,840 4,840 3,630 0 0 1,210

がけ地に近接して建築されている住宅
の移転・撤去に要する経費の一部を
助成。(786万円限度額、財源：国1/2
県1/4　市1/4）

516 石綿改修支援事業費 建築指導課 6,500 5,500 5,500 5,000 0 0 500

建築物のアスベスト除去等の工事及
び含有調査に対する助成。
・建築物のアスベスト撤去等改修費の
2/3(財源：国１/3県3/12市1/12)
・アスベスト含有調査費の10/10（財
源：国10/10）



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
査定額

事業概要所属名
前年

当初額
要求額

左記の財源内訳

517
住宅・建築物耐震診
断・改修支援事業費

建築指導課 16,489 33,157 33,157 23,999 0 0 9,158

市内の建物の耐震化を進めるため、
耐震診断・設計・改修に対し助成。
耐震診断　木造一戸建10/10
               木造以外一戸建2/3
               一般建築物2/3
               要緊急安全建築物5/6
耐震設計　2/3
耐震改修　43％

518
地域産材利用拡大促
進事業費

建築指導課 200 200 200 0 0 100 100
建物の耐震改修と併せて、鳥取県東
部地域産材を使用する場合1立方メー
トル2万円（上限20万円）を助成。

519
土砂災害特別区域内
住宅建替等事業費

建築指導課 2,000 2,000 2,000 1,000 0 0 1,000
土砂災害特別警戒区域内で新増改築
を行う経費の一部を助成。(200万円限
度額、財源：県1/2市1/2)

520 ○ 空き家対策事業費 建築指導課 0 3,450 1,250 0 0 1,250 0

管理不全な状態にある空き家による
災害を未然に防止するための緊急措
置経費、解体補助。
①解体補助金：解体費用の1/3（限度
額30万円）、
②空き家を片づけたボランティアに対
する交付金（限度額5万円）

【査定の考え方】
補助件数について精査。



平成２６年度当初予算の主な事業（一般会計） （単位：千円）

国・県 地方債 その他 一般財源
No 新規 事　業　名

部長
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事業概要所属名
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521 ○
宅地耐震化推進事業
費

建築指導課 0 12,551 0 0 0 0 0

大規模盛土造成地の安定解析調査に
係る費用（大杙1箇所）

【査定の考え方】
第1次スクリーニングによる優先順位
上位3団地の調査は完了しており、そ
の他団地における第2次スクリーニン
グについては適切な時期に計上する。

522
定期借地権付土地分
譲事業費

建築住宅課 15,908 15,908 10,826 0 0 285 10,541

青谷町望町団地（県住宅供給公社）、
鹿野町湯川団地（市土地開発公社）の
分譲地について、定期借地権付土地
分譲制度を導入し、定住促進を図る。

【査定の考え方】
実績を勘案し、土地購入費を精査。

523
施設管理業務委託モ
デル事業費

建築住宅課 25,452 30,591 29,838 0 0 29,838 0

市営住宅（大森団地、湖山団地、田島
団地、湯所団地の計392戸、H25から
は徳吉団地448戸、計840戸）の施設
管理業務を民間住宅管理会社にモデ
ル的に委託するための経費。

524
東日本大震災支援対
策費

建築住宅課 2,000 1,000 1,000 0 0 0 1,000
東日本大震災の被災者を市営住宅に
受け入れる場合の修繕費。

525
市営住宅水道料金各
戸計量・徴収モデル
事業費

建築住宅課 130 137 137 0 0 137 0
受水槽方式の市営住宅について、水
道局が直接各戸計量・徴収を行う制
度をモデル的に実施を行う。
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526
住宅小規模リフォー
ム助成事業費

建築住宅課 20,000 20,000 20,000 0 0 0 20,000

市内の施工業者を利用して個人住宅
のリフォームを行う場合、その経費の
一部を助成する。
補助率：10％（上限は20万円。ただし、
満18歳未満の子どもを養育する世帯、
満65歳以上の高齢者がいる世帯は上
限30万円とする。）

527
駅南団地ストック総合
改善事業工事費

建築住宅課 8,000 228,245 227,645 77,345 0 150,300 0
駅南団地の老朽化に伴う改修事業。
H25：1棟実施設計
H26：1棟改善工事、2棟実施設計


